
　市では現在、赤岡・香我美・野市・夜須の４カ所の学校給食センターで、市立の

幼稚園(野市は保育所分も含む)・小学校・中学校の児童・生徒へ約3,500食の完全給

食を行っています。

　平成15年に建築された赤岡・吉川給食センターを除く各施設の老朽化がすすむ中、

特に野市給食センターは、老朽化が激しく改築が急がれています。市は給食センタ

ー建設検討委員会を立ち上げ、このほど野市・香我美・夜須の給食施設を統合した

新しい給食センターの建設計画を提案しました。　

　計画食数4,000食の給食センターで地場産品を活用したおいしい給食ができるのか？

疑問の声が上がっています。

　教育委員会が提案に至った経緯と理由をお知らせします。

　核家族化が進む社会構造の中、コンビニやファーストフード産業、冷凍やレ

トルト食品に依存した便利で自由な食生活は、バランスの偏った食事となりが

ちで、食生活の乱れは生活習慣病やさまざまな弊害をもたらし続けています。

　2005年、食育によって国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間

性を育むことを目的に、食育基本法が制定されました。　

　子どものころから豊かな食体験を積み重ねることは、食を正しく理解した食

習慣を生み、意欲的な毎日の源となっていきます。

　市の保育園から中学校では、さまざまな取り組みの中、子どもたちが食べる

ことの大切さを知り、「食は生活の基本」であるということを学んでいます。

　食育は家庭での役割が重要ですが、ＪＡ土佐香美や市食生活改善推進員の皆

さんの協力で市内全校の小学５年生が朝ご飯づくり、中学１年生は地元の食材

を使ったお弁当づくりを実習するなど、行政・教育現場・家庭・地域が一体とな

って取り組むべきと考えています。

　また、農業や漁業が営まれることで保全されてきた地域の景観や歴史、伝統的

な食文化などは市の大切な財産です。食卓に地場産品を多く活用することは、地

域への理解を深め、愛着心を育てるきっかけや食への感謝につながるはずです。

　現在、市内の各給食センターでは、お米は100％、お味噌や野菜など各地域の

食材をとり入れたり、安心で安全な食材利用を考えた地産地消型の給食を推進

しています。

　市の学校給食は、児童生徒の健全な発達のため、成長に合わせ栄養のバラン

スのとれた食事を提供しています。また、皆でいっしょに食べ、準備や後片付け

などを通して協力し合うこと、食事のマナーを身につけること、食べることの

大切さや食べ物への感謝など、食や集団生活における

「生きた教材」として重要な役割を担っています。

　そして、給食やいろいろな活動を通して自分自身の

健康に関心を持ち、自己管理がきちんとできる大人に

なってほしいと願っています。

　明治22年（1889年）に山形県鶴岡町（現鶴岡市）の私立忠愛小学校で、学校にお

弁当を持ってくることができない子どもたちに、おにぎりと焼き魚・漬け物を

出したのが始まりだとされています。その後、戦争で一時中断していましたが、

徐々に普及しながら給食にかかる行政コストが問題になったり、「親が愛情を

込めてつくった弁当を食べることで親子のきずなが強くなる」として廃止の議

論になった地域も多くありました。

　近年は、食育の意識や格差是正の観点、栄養の偏り

の是正、共働きの増加などで給食維持の声が強くなり、

高知県では現在、小学校で76.7％、中学校は58.5％（Ｈ19年県調査）の給食を実施しています。

　また、食育という「食事の教育的な側面」が注目されるようになり、給食に郷土料理を取り入

れたり地場産品の活用も多くなりました。
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